
 

 
【別紙】 
 
日本財団の救急医療施設・医療従事者に対する総額約 50 億円の支援内容 
 

＜第 1段階の支援（年内）｜救急医療施設への資金支援＞ 

 

支援資金の使途は、各医療施設でのニーズ調査に基づき決定しますが、以下に使用されることを

想定しています。 

 

１．医療従事者の防護やケア、及び院内のゾーニングなど感染防止体制の強化のための 

   資機材購入 

２．複合災害に対応するための検査機器を積載した車両や備蓄品の購入 

 

＜第 2段階の支援（2021年予定）｜救急医療人材の人材育成支援＞ 

 

専門機関と協働した以下の人材育成支援の実施 

 

１．医療従事者の防護や院内感染の防止にかかる感染症対策研修の実施 

２．複合災害への対応に係る複合災害対策研修の実施 

 

2022 年以降には、次世代の救急医療人材を育成するために、救急医療に関する小学校への出前

授業等の事業も実施する予定です。 

 

 

 

 
 

 

 


